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序近
代
彫
刻
の
創
始
者
と
呼
ば
れ
る
ロ
ダ
ン
に
対
し
て
、
ひ
と
つ
の
角
度
か

ら
そ
の
近
代
性
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
西
欧
一
九
世
紀
後
半
の
目

ま
ぐ
る
し
い
社
会
状
況
に
お
け
る
市
民
文
化
進
展
の
脈
絡
の
な
か
で
、
ロ
ダ

ン
は
い
か
に
社
会
と
結
び
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
芸
術
性
を
追
究
し
た
の
か
、

そ
れ
は
時
代
の
他
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
ど
の
よ
う
な
呼
応
性
を
も
つ
の
だ
ろ

う
か
。
そ
う
し
た
探
究
に
よ
っ
て
見
え
る
芸
術
の
在
り
方
、
社
会
ひ
い
て
は

現
実
世
界
に
対
す
る
彫
刻
な
い
し
芸
術
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
考
え
た

い
。一

九
世
紀
後
半
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
動
乱
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の

合
間
を
か
い
く
ぐ
っ
て
ロ
ダ
ン
は
国
境
を
越
え
な
が
ら
い
か
に
し
て
自
ら
の

芸
術
を
育
み
実
現
し
て
い
っ
た
の
か
。
彫
刻
の
世
界
の
必
然
的
在
り
方
と
し

て
、
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
彼
の
芸
術
は
、
し
か
し
当
時
の
市
民
の
称

賛
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
の
評
価
と
ど
う
関
わ
り
な
が
ら
、
彼
は
新
し

い
造
形
世
界
を
生
み
出
し
、
近
代
彫
刻
の
祖
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

ま
た
同
時
期
の
身
辺
の
絵
画
や
文
学
や
音
楽
等
他
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
ど

う
触
れ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
た
ち
と
の
交
流
か
ら

何
を
得
て
、
ど
の
よ
う
な
芸
術
性
の
呼
応
を
見
て
相
互
関
連
を
も
っ
た
の
か
。

そ
の
関
連
か
ら
見
え
る
意
味
は
何
か
。
時
代
の
新
し
い
芸
術
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
と
ど
う
関
係
し
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
国
々
の
芸
術
性
、
そ

し
て
そ
の
交
錯
は
彼
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
さ
ら
に
そ

れ
は
現
代
芸
術
に
ど
う
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
探
究
は
、

ロ
ダ
ン
の
価
値
の
一
端
と
共
に
、
芸
術
そ
の
も
の
の
本
質
的
問
題
を
明
る
み

に
出
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ⅰ　

生
涯
と
作
品

ま
ず
ロ
ダ
ン
の
生
涯
を
作
品
な
い
し
本
稿
と
の
繋
が
り
に
お
い
て
概
観
し

よ
う
。
ロ
ダ
ン
は
、
一
八
四
〇
年
、
パ
リ
に
生
ま
れ
る
。
一
八
五
四
年
一
四

歳
か
ら
三
年
間
、
装
飾
美
術
学
校
に
学
ぶ
。
一
八
六
〇
年
、
装
飾
彫
刻
を
手

掛
け
、
鋳
型
工
の
職
に
つ
き
、
最
初
の
胸
像
「
父
ジ
ャ
ン
＝
バ
チ
ス
ト
」
を

制
作
す
る
。
愛
す
る
姉
の
死
後
、
修
道
院
生
活
を
経
て
、
装
飾
の
仕
事
に
携
わ

る
。
一
八
六
五
年
、「
鼻
の
つ
ぶ
れ
た
男
」
が
サ
ロ
ン
で
落
選
す
る
。

一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
で
、防
衛
軍
に
編
入
す
る
が
、す
ぐ
に
除
隊
と
な
る
。
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一
八
七
〇
年
か
ら
七
七
年
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
滞
在
し
て
建
築
彫
刻
の
仕

事
に
従
事
す
る
。
そ
の
間
一
八
七
五
か
ら
七
六
年
、
イ
タ
リ
ア
で
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
等
の
作
品
に
出
会
う
。
七
七
年
、「
青
銅
時
代
」
が
、
あ
ま
り
も
の

リ
ア
ル
さ
の
せ
い
で
生
き
た
モ
デ
ル
か
ら
型
取
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
嫌

疑
を
か
け
ら
れ
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
る
。
陶
器
工
場
で
働
き
つ
つ
、

一
八
八
〇
年
四
〇
歳
で
、「
聖
ヨ
ハ
ネ
」「
青
銅
時
代
」
を
官
展
に
出
品
す
る
。

同
年
、「
青
銅
時
代
」
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
ま
た
装
飾

美
術
館
の
た
め
の
門
扉
と
し
て
「
地
獄
の
門
」
が
発
注
さ
れ
る
。
八
四
年
、

講
習
会
受
講
生
の
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
と
知
り
合
う
。
八
五
年
、
カ
レ
ー

市
か
ら
「
カ
レ
ー
の
市
民
」
を
受
注
す
る
。
一
八
八
六
年
四
六
歳
、「
接
吻
」、

そ
し
て
カ
ミ
ー
ユ
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
パ
ン
セ
」
を
制
作
す
る
。
八
七
年
、

レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
五
等
受
勲
。

他
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
の
繋
が
り
か
ら
も
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
八
八
七
―
八
八
年
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
『
悪
の
華
』
の
挿
画
二
七
点
を
試

み
る
。
八
九
年
四
九
歳
、
審
査
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
万
国
博
覧
会
と
並
行

し
て
、
モ
ネ
と
の
最
初
の
個
展
に
お
い
て
三
六
点
の
彫
刻
を
展
示
し
た
。
官

展
委
員
に
選
出
さ
れ
る
。
ユ
ゴ
ー
記
念
像
を
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
依
頼
。

九
〇
年
に
は
、
同
じ
く
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
記
念
像
を
受
注
す
る
。
九
二
年
、
マ

ラ
ル
メ
ら
に
よ
る「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
記
念
像
」設
立
委
員
会
か
ら
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
像
を
要
請
さ
れ
る
。
九
四
年
、
モ
ネ
宅
で
セ
ザ
ン
ヌ
と
知
り
合
う
。
九
五

年
五
五
歳
、「
カ
レ
ー
の
市
民
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
。
九
七
年
、
マ
ラ

ル
メ
の
『
デ
ィ
ヴ
ァ
ガ
シ
オ
ン
』
の
出
版
祝
い
と
し
て
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と

共
に
マ
ラ
ル
メ
を
会
食
に
招
待
し
て
い
る
。
ミ
ル
ボ
ー
の
序
文
を
伴
っ
て
素

描
集
を
刊
行
す
る
。
画
家
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
世
界
や
文
学
世
界
と
の

関
わ
り
の
な
か
で
多
様
な
創
作
者
・
芸
術
家
た
ち
と
交
流
す
る
が
、
こ
れ
以

降
も
含
み
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
芸
術
諸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
の
深
さ
が
認
め

ら
れ
る
。
九
五
年
頃
か
ら
ム
ー
ド
ン
に
別
邸
を
営
む
。

こ
の
間
、
様
々
な
軋
轢
も
あ
っ
た
。
一
八
八
八
年
五
八
歳
で
の
「
接
吻
」

に
続
い
て
九
一
年
に
、文
芸
協
会
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
記
念
像
「
バ
ル
ザ
ッ

ク
」
を
官
展
に
出
品
す
る
が
、
文
芸
協
会
が
こ
の
展
示
に
抗
議
す
る
。
紙
上

で
反
ロ
ダ
ン
論
が
起
き
る
。
同
九
八
年
、
カ
ミ
ー
ユ
と
破
局
。
一
九
〇
〇
年
、

パ
リ
万
博
で
ロ
ダ
ン
特
別
館
、
ア
ル
マ
館
が
開
館
す
る
。
一
九
〇
二
年
六
二

歳
、
リ
ル
ケ
が
ロ
ダ
ン
を
訪
問
し
、
三
年
後
に
秘
書
に
な
る
が
、
そ
の
一
年

後
に
は
離
別
す
る
。
一
九
〇
三
年
、
友
人
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ク
ラ
デ
ル
が
『
生

活
か
ら
み
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
』
を
出
版
す
る
。
一
九
〇
四
年
、
国

際
美
術
家
協
会
会
長
に
就
任
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
内
の
み
な
ら
ず
東
洋
、
日
本
と
の
関
わ
り
も
特
筆
す
べ
き

で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
六
六
歳
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
い
て
、
植
民
地
博
覧
会

の
日
本
舞
踊
団
で
花
子
の
舞
踊
を
見
て
そ
の
動
き
に
感
銘
を
受
け
る
。
以
後
、

死
の
直
前
ま
で
花
子
と
交
際
し
、
多
く
の
ハ
ナ
コ
像
を
制
作
す
る
。

一
九
〇
七
年
、
萩
原
守
衛
が
ロ
ダ
ン
を
訪
問
す
る
。
一
九
〇
九
年
六
九
歳
、

「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
記
念
像
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
、

レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
二
等
受
勲
。
日
本
で
は
、『
白
樺
』
が
ロ
ダ
ン
特

集
号
を
組
む
。
森
鴎
外
が
『
花
子
』
を
発
表
。
有
島
生
馬
と
文
通
が
行
わ
れ

る
。一

九
一
一
年
に
は
、グ
ゼ
ル
編
に
よ
る
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』
が
、一
九
一
三

年
に
、
デ
ュ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ボ
ー
メ
ッ
ツ
に
よ
る
『
ロ
ダ
ン
と
の
対
話
』、
リ

ル
ケ
に
よ
る
『
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
』、
ギ
ュ
ス
タ
ヴ
・
コ
キ
オ
に
よ

る
『
ロ
ダ
ン
の
素
顔
』
が
出
版
さ
れ
る
。

一
九
一
六
年
七
六
歳
、
発
作
が
起
き
る
。
全
作
品
を
国
家
に
寄
贈
す
る
。
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ア
ト
リ
エ
の
ビ
ロ
ン
館
が
ロ
ダ
ン
美
術
館
に
な
る
。
一
九
一
七
年
七
七
歳
の

一
月
に
ロ
ー
ズ
・
ブ
レ
と
結
婚
す
る
が
、
二
月
に
夫
人
が
死
去
す
る
。
同
年

一
一
月
に
ロ
ダ
ン
は
永
眠
す
る
。
時
代
の
波
の
な
か
で
、
他
の
芸
術
ジ
ャ
ン

ル
と
交
わ
り
、
東
洋
に
関
わ
り
な
が
ら
の
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
ロ

ダ
ン
の
七
七
年
の
生
涯
で
あ
る
。

Ⅱ　

思
想
の
現
れ

さ
て
こ
の
よ
う
な
ロ
ダ
ン
の
生
涯
に
お
い
て
、
そ
の
言
動
な
い
し
活
動
や

関
係
者
の
記
録
か
ら
、
本
稿
の
主
旨
に
と
っ
て
意
味
深
い
と
思
わ
れ
る
彼
の

思
想
を
取
り
出
し
た
い
。

一　

社
会
と
の
対
決

第
二
帝
政
期
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
に
よ
る
パ
リ
都
市
改
造
計
画
は
第
三
共

和
制
に
引
き
継
が
れ
、
街
に
は
次
々
に
通
り
や
広
場
が
作
ら
れ
た
。
芸
術
を

教
育
の
手
段
と
し
た
共
和
国
で
は
、
国
家
の
英
雄
を
称
揚
す
る
た
め
に
、
絵

画
・
肖
像
画
と
同
様
に
彫
刻
の
記
念
碑
を
活
用
し
た
と
い
う
。
ま
さ
に
記
念

像
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
矢
継
ぎ
早
に
建
造
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
像
の
対

象
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
支
え
た
政
治
家
、
作
家
、
芸
術
家
等
で
あ
る
。
当

時
の
第
三
共
和
国
政
府
は
記
念
像
を
ど
ん
ど
ん
作
成
さ
せ
、
一
八
七
九
年
か

ら
一
九
一
四
年
ま
で
に
実
に
一
五
〇
体
以
上
の
彫
像
が
パ
リ
に
建
立
さ
れ

た
。
そ
れ
は
政
治
的
意
図
を
表
す
と
共
に
国
家
の
威
信
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
結
果
的
に
は
、
芸
術
を
民
衆
に
と
っ
て
身
近
な

も
の
に
さ
せ
る
意
味
を
も
っ
た
。
愛
国
主
義
が
彫
刻
と
し
て
現
わ
れ
た
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
絵
画
と
は
事
情
が
異
な
り
、
彫
刻
の
場
合
、
そ
の
制
作
は
も

と
よ
り
設
置
・
展
示
に
も
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
社
会
の
事
情
と
経
済
的

必
要
に
応
じ
て
、
ロ
ダ
ン
も
記
念
像
に
多
く
応
募
し
て
い
る
。
一
般
の
評
判

あ
る
い
は
依
頼
者
の
評
価
は
次
の
受
注
に
響
く
。
そ
の
よ
う
な
実
情
の
な
か

で
ロ
ダ
ン
は
、「
カ
レ
ー
の
市
民
」
や
「
ユ
ゴ
ー
記
念
像
」「
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

胸
像
」「
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
像
」「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
記
念
像
」「
デ
ィ
ド
ロ
像
」「
ル

ソ
ー
像
」
等
多
く
の
記
念
像
、
各
界
の
人
物
像
を
手
掛
け
た
の
で
あ
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
各
種
の
作
品
の
う
ち
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
み
れ
無
理
解

を
受
け
た
の
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
像
）
だ
と
言
わ
れ
る
。
注
文
を
受
け

て
制
作
さ
れ
る
記
念
像
は
依
頼
者
の
期
待
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

ジ
ャ
ン
ル
で
は
し
ば
し
ば
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
。「
青
銅
時
代
」
を
巡
る
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
っ
て
、
一
八
八
〇
年
代
、
ロ
ダ
ン
は
絶
望
し
た
。
そ
れ
は

す
ぐ
さ
ま
経
済
的
困
窮
に
直
結
す
る
。
た
と
え
ば
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
パ
リ

に
運
ば
れ
た
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
は
受
取
り
拒
否
に
遭
い
、
輸
送
費
だ
け
が
か

か
る
と
い
う
具
合
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
状
況
が
ロ
ダ
ン
に

と
っ
て
大
き
な
機
会
を
与
え
た
。
パ
リ
防
衛
記
念
像
「
国
の
護
り
」
は
、
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
ピ
エ
タ
」
と
リ
ュ
ー
ド
の
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」

を
思
わ
せ
た
が
、
大
胆
な
構
成
は
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
民
衆
の

意
向
に
反
し
て
い
た
。
制
作
権
の
獲
得
の
た
め
に
社
会
に
応
じ
な
が
ら
も
彼

自
身
の
新
た
な
創
造
性
を
示
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ロ
ダ
ン
が
国
家

に
認
知
さ
れ
る
の
は
、「
地
獄
の
門
」
の
注
文
、
よ
う
や
く
一
八
八
〇
年
、

四
〇
歳
の
時
だ
っ
た
と
い
う
。

「
国
の
護
り
」
の
失
敗
か
ら
、
彼
自
身
は
物
語
性
、
時
間
性
を
学
ん
だ
の

だ
と
い
わ
れ
る
。
一
八
八
〇
年
、
カ
レ
ー
市
か
ら
「
カ
レ
ー
の
市
民
」
が
注

文
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
単
体
で
な
く
群
像
と
し
て
企
画
し
た
の
は
、
ド
ラ
マ

8
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を
支
え
る
「
時
間
」
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
台
座
も
無
く
し
た
。

し
か
し
、
初
め
て
の
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
挑
戦
だ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
姿
や
従
来
の
芸
術
表
現
の
規
範
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
で
、

ま
た
も
や
人
々
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は
自
分
を
曲
げ
る

こ
と
な
く
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
り
な
が
ら
自
身
の
創
造
性
・
造
形
性
を
探

究
し
た
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
人
物
と
動
物
を
同
位
置
で
表
現
す
る
騎
馬
像
に
ロ
ダ
ン
は
強

い
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
ペ
ル
ー
戦
争
で
チ
リ
軍
を
勝
利
さ
せ
た
リ
ン

チ
将
軍
の
騎
馬
像
は
彼
に
と
っ
て
好
機
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
八
八
九
年
ナ
ン
シ
ー
市
依
頼
の
「
ク
ロ
ー
ド
・

ロ
ラ
ン
記
念
像
」
に
そ
の
学
び
が
生
か
さ
れ
た
と
い
う
。
台
座
の
ロ
コ
コ
様

式
、
馬
の
動
き
に
見
る
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
感
情
表
現
の
探
究
が
見
ら
れ
る
と

さ
れ
る
。
一
八
九
二
年
完
成
の
年
、レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
得
て
い
る
。

し
か
し
、
作
品
は
未
完
成
だ
と
の
批
判
を
も
受
け
る
。

逸
話
的
要
素
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
感
情
が
普
遍
的
な
も
の
に
な
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
た
。
簡
略
的
表
現
が
際
立
つ
。「
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
像
」
で
、
衣

服
を
着
せ
な
い
と
い
う
大
胆
さ
に
よ
っ
て
そ
れ
は
強
く
実
現
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ゴ
ー
像
も
裸
体
、
し
か
も
人
の
老
い
る
姿
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
、「
ユ

ゴ
ー
記
念
像
」
が
国
家
か
ら
注
文
を
受
け
た
が
、
台
座
は
全
体
に
統
合
さ
れ
、

ミ
ュ
ー
ズ
は
無
く
、
単
純
化
さ
れ
た
そ
の
像
が
二
〇
年
を
か
け
た
最
後
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
並
行
し
て
、「
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
像
」
が
制
作
さ
れ

た
が
、
そ
れ
が
自
信
を
得
た
出
発
点
と
さ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
へ
の

回
帰
が
目
指
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

彼
は
ま
た「
カ
レ
ー
の
市
民
」以
降
、誇
張
す
る
方
法
を
探
究
し
た
と
い
う
。

幾
何
学
的
形
象
へ
の
還
元
、
部
分
を
全
体
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
、
永

遠
の
形
態
、
輪
郭
線
の
誇
張
、
取
り
囲
む
面
に
よ
る
広
が
り
、
こ
う
し
た
な

か
で
、
光
は
輝
き
を
増
し
、
彫
像
と
背
景
の
間
に
中
間
地
帯
を
作
る
、
そ
し

て
こ
れ
が
大
気
の
量
感
に
対
応
し
た
物
の
量
感
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
後
に
見
る
、
リ
ル
ケ
が
語
る
と
こ
ろ
の
意
味
あ
る
単
純
化
の
考
え
方

に
呼
応
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
作
品
そ
の
も
の
の
追
究
に
お
い
て
個
人

が
希
薄
に
な
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
作
品
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
い

う
。他

方
、
彫
刻
の
造
形
性
と
関
わ
り
な
が
ら
読
書
家
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
命
の
表
現
の
た
め
に
対
象
を
学
ん
だ
。
対
象
の
作
品
を
よ
く
読

ん
だ
。「
地
獄
の
門
」
に
関
わ
る
ダ
ン
テ
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
五
年
一
五

歳
の
頃
か
ら
読
み
親
し
ん
で
い
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
対
し
て
は
、ガ
リ
マ
ー

ル
社
か
ら
初
版
本
を
得
て
、
ペ
ン
画
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
手
段
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
制
作
で
は
内
面
の
生
命
に
結
ば
れ
た
深
い
表
現
が
求
め
ら
れ
た
。

歴
史
的
事
実
に
対
し
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
表
現
は
し
ば
し
ば
社
会
の
強

い
批
判
の
的
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
記
念

像
」、「
バ
ル
ザ
ッ
ク
記
念
像
」、「
カ
レ
ー
の
市
民
」、「
地
獄
の
門
」、「
考
え

る
人
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
生
み
出
さ
れ
た
誇
張
あ
る
象
徴
的
表
現
は
概
し

て
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
記
念
像
」
に
お
い
て
、

そ
の
大
胆
な
簡
潔
さ
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
個
人
の
肖
像
は
消
滅
す
る
と
い

う
。
社
会
の
中
で
社
会
と
対
決
し
な
が
ら
生
み
だ
し
て
い
っ
た
も
の
、
そ
れ

は
写
実
に
徹
し
、
か
つ
感
情
・
生
命
を
追
究
し
た
、
深
い
象
徴
に
通
じ
る
造

形
性
自
体
の
価
値
の
探
究
で
あ
っ
た
。

12
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二　

自
然
観

社
会
の
要
請
を
求
め
て
そ
れ
に
応
じ
な
が
ら
、
結
果
的
に
批
判
を
浴
び
る

作
品
を
制
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ロ
ダ
ン
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
他
の
芸
術

ジ
ャ
ン
ル
と
も
関
わ
り
な
が
ら
、
彼
は
独
自
に
ど
の
よ
う
な
創
造
の
意
識
を

も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
ダ
ン
の
創
造
性
と
し
て
留
意
し
た
い
の
は
、

自
然
に
対
す
る
強
い
関
心
な
い
し
創
造
に
関
わ
る
固
有
の
自
然
感
覚
で
あ

る
。
自
然
が
一
番
大
切
で
あ
る
、
と
の
言
表
が
彼
に
は
極
め
て
多
い
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
意
味
合
い
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。「
自
然
」
が
ど
う
い
う
価
値

を
も
つ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
彼
の
創
造
性
に
関
わ
る

の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
自
然
へ
の
関
心
の
展
開
は
日
本
の
芸
術
へ
の
注
目
に
及
ぶ
。
高

村
光
太
郎
は
、
ロ
ダ
ン
と
知
人
た
ち
と
の
会
話
の
筆
談
記
録
を
も
と
に
ロ
ダ

ン
の
自
然
観
を
と
り
わ
け
日
本
の
芸
術
と
の
関
連
の
視
点
か
ら
掘
り
起
こ

す
。ク

ラ
デ
ル
筆
談
に
お
い
て
、
総
合
的
に
芸
術
と
自
然
の
関
係
が
そ
こ
こ
こ

で
語
ら
れ
る
。
芸
術
は
自
然
の
や
り
方
を
見
つ
け
た
時
に
偉
大
で
あ
る
と
い

う
。
自
然
や
芸
術
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
し
て
、
自
然
は
あ
る
本
質
的
な
大

法
則
に
則
っ
て
い
る
と
思
索
さ
れ
る
。
自
分
の
作
品
が
も
つ
激
し
い
感
情
は
、

自
然
の
動
き
の
内
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
。
自
然
を
追
う
と
す
べ
て
を
得
ら

れ
る
。
自
然
に
は
法
則
が
あ
り
、
自
然
は
調
和
あ
る
動
勢
で
存
在
し
孤
立
し

て
は
い
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
同
じ
原
則
の
上
に
成
立
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
万
物
は
法
則
の
上
に
あ
り
、
釣
合
は
自
然
の
中
に
在
る
。
ギ
リ
シ
ア

彫
刻
と
照
合
し
つ
つ
、
自
然
の
研
究
は
彫
刻
に
お
け
る
色
調
、
光
と
影
の
法

則
で
あ
り
肉
付
け
の
法
則
か
ら
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。
命
の
表
現
が
そ
こ
で

お
こ
な
わ
れ
る
と
語
ら
れ
る
。

「
芸
術
と
自
然
」
と
し
て
括
ら
れ
た
項
目
も
あ
り
、
芸
術
と
は
自
然
の
研

究
で
あ
り
、
解
剖
の
精
神
を
通
し
て
の
自
然
と
の
不
断
の
親
交
で
あ
る
、
と

い
う
。
自
然
は
一
切
の
美
の
源
で
あ
り
、
自
然
は
唯
一
の
創
造
者
で
あ
る
。

自
然
に
近
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
芸
術
家
は
自
然
が
彼
に
黙
示
し
た
一

切
を
我
々
に
も
た
ら
す
と
い
う
。
自
然
の
あ
ら
わ
れ
は
こ
と
ご
と
く
芸
術
の

主
題
で
あ
り
、
自
然
は
唯
一
の
案
内
者
で
あ
る
の
だ
と
讃
美
さ
れ
る
。

こ
の
ク
ラ
デ
ル
筆
談
に
お
い
て
、
自
然
に
纏
わ
っ
て
日
本
人
や
日
本
の
芸

術
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
も
ま
た
芸
術
と
は
自
然
の
研
究
に
他
な
ら
な
い

と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
我
々
は
何
も
発
明
せ
ず
何
も
創
造
し
な
い
。

自
然
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
は
自
然
の
大

讃
美
者
で
あ
る
。
セ
ー
ヌ
の
夕
景
に
対
し
て
、
こ
れ
は
日
本
で
あ
る
と
語
り
、

日
本
の
版
画
を
思
わ
せ
る
と
い
う
。特
に
日
本
の
版
画
に
注
目
し
て
い
る
。こ

こ
に
は
後
に
見
る
、
時
代
の
印
象
派
や
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
お
け
る
日

本
の
芸
術
へ
の
関
心
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
ロ
ー
ト
ン
筆
談
か
ら
も
次
の
よ
う
に
関
心
は
現
れ
る
。
日
本
の
芸
術

は
、
辛
抱
強
い
観
察
と
極
小
の
も
の
の
内
に
あ
る
美
の
探
究
の
点
で
我
々
よ

り
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
日
本
の
芸
術
家
は
ひ
と
つ
の
葉
脈
を
研
究
し
た
の

だ
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
芸
術
と
は
自
然
が
人
間
に
映
じ
た
も
の
で
あ
り
、

映
じ
る
鏡
を
磨
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
思
索
か
ら
来
て
い
る
。

あ
る
い
は
グ
ゼ
ル
筆
談
か
ら
は
、
自
然
は
つ
ね
に
讃
嘆
に
値
し
、
芸
術
家

は
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
真
を
表
現
す
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
見
受
け
ら
れ
る
。

芸
術
に
お
い
て
自
然
を
洞
察
し
そ
の
心
霊
を
推
測
す
る
の
で
あ
り
、
自
然
は

常
に
称
賛
に
値
す
る
。
自
然
は
一
見
混
乱
し
て
い
る
が
、
見
分
け
て
表
現
す

る
の
が
芸
術
家
の
仕
事
で
あ
る
と
す
る
。
宗
教
性
に
つ
い
て
、
個
別
の
教
条

に
敬
服
す
る
と
い
う
意
味
で
は
自
分
は
宗
教
的
で
は
な
い
が
、
自
然
と
の
関
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係
に
お
い
て
万
物
の
種
を
保
存
す
る
未
知
の
力
を
礼
拝
す
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
は
宗
教
的
で
あ
る
、
と
ロ
ダ
ン
は
グ
ゼ
ル
に
語
る
。
こ
う
し
た
広
が

り
を
も
つ
自
然
感
・
自
然
観
は
、
そ
の
ま
ま
宗
教
観
・
創
造
性
に
繋
が
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

カ
ミ
ー
ユ
・
モ
―
ク
レ
ー
ル
の
筆
談
で
は
、
自
分
は
何
も
発
明
し
な
い
、

掘
り
出
し
思
索
し
象
徴
す
る
。
し
た
が
っ
て
幾
何
学
的
図
形
に
単
純
化
す
る

象
徴
主
義
者
で
あ
り
た
い
、
と
の
重
要
な
表
現
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す

べ
て
を
与
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
と
い
う
。
宗
教
と
の
関
わ
り
で
自
然
が
称

揚
さ
れ
、
自
然
の
誇
張
・
象
徴
・
単
純
化
と
し
て
、
表
現
性
が
宗
教
性
と
共

に
自
然
と
の
関
係
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
知
人
に
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ロ

ダ
ン
に
お
い
て
自
然
や
日
本
の
芸
術
に
関
す
る
関
心
の
深
さ
が
読
み
取
れ
る

だ
ろ
う
。
当
時
の
文
化
風
潮
に
認
め
ら
れ
る
日
本
の
浮
世
絵
の
誇
張
表
現
、

象
徴
的
表
現
を
ロ
ダ
ン
が
好
ん
だ
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
然

を
巡
っ
て
、
芸
術
意
識
か
ら
、
文
化
全
般
や
宗
教
へ
の
展
望
が
見
ら
れ
る
。

時
代
の
芸
術
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
と
の
呼
応
が
こ
う
し
た
点
に
見
ら
れ
る

こ
と
に
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
れ
は
、
上
述
の
思
索
に
基
づ
く
ど
の
よ
う

な
造
形
性
に
お
い
て
だ
ろ
う
か
。

三　

自
然
観
に
基
づ
く
造
形
性

自
然
に
対
す
る
強
く
深
い
意
識
は
、
彼
の
宗
教
や
文
化
の
思
索
に
繋
が
る

が
、
同
時
に
彼
の
造
形
の
思
想
と
実
践
を
生
み
だ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
た
背
景
を
も
つ
実
践
の
様
相
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
制
作
面
の
思
考

へ
進
展
さ
せ
て
考
え
た
い
。
そ
こ
に
造
形
性
へ
の
彼
独
特
の
探
索
が
認
め
ら

れ
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
面
に
対
す
る
思
考
、
光
に
対
す
る
思
考
に
大
き
く

関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
面
」
に
つ
い
て
の
言
葉
を
起
点
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
自
然
と
の
繋

が
り
と
し
て
の
作
品
の「
面
」は
、彼
に
あ
っ
て
、生
命
に
直
結
す
る
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
リ
ル
ケ
が
、
意
義
深
い
彼
の
思
想
を
芸
術

性
と
の
緊
密
な
関
係
に
お
い
て
よ
く
書
き
留
め
て
い
る
。
自
然
に
は
動
態
だ

け
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
彼
の
探
究
は
面
へ
向
け
ら
れ
た
。
面
は
光
と
物
と

の
無
限
の
出
会
い
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
物
・
彫
刻
の
表
現
に
お

い
て
は
面
が
問
題
で
あ
り
、
面
が
彼
の
創
造
の
根
本
的
要
素
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
彼
の
世
界
を
構
成
す
る
細
胞
で
あ
る
と
い
う
。
従
来
の
造
形
美
術
の
概

念
は
価
値
を
も
た
な
く
な
り
、
無
数
の
生
動
す
る
面
、
す
な
わ
ち
生
命
が
ロ

ダ
ン
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
面
の
制
作
に
お
い
て
、

ロ
ダ
ン
は
面
相
互
の
均
衡
、
運
動
の
要
素
、
振
動
を
認
め
た
。
左
右
相
称
の

面
と
い
う
も
の
は
な
く
、
面
に
生
命
の
充
満
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
自
然

の
中
に
は
た
だ
動
態
だ
け
が
あ
る
の
だ
と
考
え
た
。

こ
れ
は
、
印
象
派
に
お
け
る
光
の
振
動
へ
の
関
心
を
思
わ
せ
る
が
、
実
際

彼
自
身
、
た
と
え
ば
画
面
の
端
で
切
り
取
ら
れ
た
印
象
派
の
画
布
に
お
け
る

樹
に
対
し
て
、
芸
術
的
全
体
性
は
物
的
全
体
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
く
て
よ

い
と
い
う
見
方
、
絵
の
内
部
に
お
い
て
新
た
な
統
一
、
新
し
い
連
繋
・
関
係
、

新
し
い
釣
合
が
生
じ
る
と
い
う
事
態
は
彫
刻
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

示
し
た
。
部
分
か
ら
世
界
が
有
機
的
に
一
体
を
成
す
と
い
う
。
ロ
ダ
ン
は
グ

ゼ
ル
に
、
偉
大
な
彫
刻
家
は
最
高
の
画
家
・
版
画
家
に
匹
敵
す
る
色
彩
家
だ

と
し
て
、
色
彩
を
巡
っ
て
彫
像
の
光
の
陰
影
に
つ
い
て
「
白
色
と
黒
色
の
妙

な
る
交
響
楽
」
が
肝
心
だ
と
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
関
係
の
意
識
」
は
写
実
か
ら
深
ま
る
思
考
と
認
め
ら
れ
、
重

要
で
あ
る
。
平
衡
、
諸
関
係
の
内
的
構
成
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
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無
数
の
デ
ッ
サ
ン
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
装
飾
の
平
面
性
が
立
体
に
結
び
つ

く
。
面
と
大
気
と
の
関
係
の
認
識
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
関

係
の
意
識
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
芸
術
要
素
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
ま
た

知
人
マ
ラ
ル
メ
を
思
わ
せ
る
。
マ
ラ
ル
メ
は
事
物
の
関
係
性
に
つ
い
て
多
く

語
っ
た
。
自
然
と
の
そ
の
関
係
に
つ
い
て
も
思
索
し
た
。

こ
う
し
た
関
係
性
の
基
に
な
る
面
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
究
し
て
ゆ
こ
う
。

面
か
ら
面
へ
と
進
む
彼
の
思
考
は
、
自
然
の
後
を
追
い
、
自
然
に
耳
を
傾
け

た
。
自
然
自
ら
が
目
に
見
え
る
も
の
以
上
を
彼
に
示
し
た
と
い
う
。
自
然
物

と
同
じ
よ
う
に
大
気
に
包
ま
れ
た
表
面
と
い
う
思
考
に
は
常
に
空
気
の
存
在

が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
線
は
自
然
か
ら
奪
い
取
っ
た
輪
郭
で
あ

る
と
さ
れ
、
こ
こ
に
日
本
版
画
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
後
に
触
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
思
索
に
お
い
て
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
認
識
と
の
関
係
か
ら
語
ら
れ

る
こ
と
も
意
味
深
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
に
対
し
て
、
形
そ
の
も
の
の
問
題
を
探
究

し
、
表
現
上
の
課
題
と
し
て
注
目
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
面
、
肉
付
け
に
還
元
し

た
の
は
彫
刻
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
画
家
た
ち
へ
の
同
調
の
意
識

が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
ま
た
後
期
印
象
派
か
ら
現
代
芸
術
へ
と
導
か
れ
る
抽
象

の
感
覚
が
見
受
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
確
な
面
は
光
を
得
る
、
そ
れ
を
本
質
的
事
柄
と
し
て
再
確
認
し
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
面
の
組
合
せ
の
リ
ズ
ム
は
、
形
態
の
崩
壊
を
通
じ
て
、
生
命

の
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の

リ
ズ
ム
を
思
わ
せ
、
そ
し
て
造
形
自
体
の
創
造
性
に
導
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

並
行
し
て
、日
本
の
芸
術
の
造
形
性
に
言
及
さ
れ
る
。
自
然
か
ら
奪
い
取
っ

た
輪
郭
、線
の
表
現
力
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ゴ
ッ
ホ
へ
の
関
心
、浮

世
絵
へ
の
関
心
に
繋
が
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
動
性
に
よ
る
生
彩
に
富

む
表
現
と
し
て
北
斎
へ
の
関
心
に
結
び
つ
い
た
だ
ろ
う
。
誇
張
表
現
を
好
み
、

象
徴
性
に
惹
か
れ
た
ロ
ダ
ン
と
し
て
得
心
が
ゆ
く
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
か
ら
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ナ
ビ
派
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
平
面
性
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
平
面
の
構
築
性
と
共
に
、
彼

を
平
面
へ
の
関
心
に
促
し
た
。
彫
刻
の
場
合
そ
う
な
る
が
、
つ
ま
り
そ
れ
は

造
形
性
、
芸
術
そ
の
も
の
へ
の
志
向
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
さ
ら
に
形
態
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
も
た
ら
す
。
ア
ッ
サ
ン
ブ

ラ
ー
ジ
ュ
の
問
題
と
な
る
。
そ
の
創
造
性
は
一
八
八
〇
年
代
、
合
成
と
削
除

と
い
う
創
造
的
原
動
力
を
も
っ
て
い
た
形
態
と
量
感
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ド
ガ
と
の
共
通
性
に
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。

物
語
的
意
図
に
支
配
さ
れ
て
い
な
い
、
物
語
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
造
形
性

へ
の
傾
斜
、
生
命
感
、
無
限
の
宇
宙
を
思
わ
せ
る
抽
象
形
態
が
生
ま
れ
る
と

い
う
。
象
徴
性
が
問
題
で
あ
る
。
抽
象
的
な
形
態
だ
け
が
残
る
。
断
片
は
美

し
く
、
主
題
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
自
然
へ
の
探
究
と
い
う
意
識

が
あ
る
。
断
片
の
美
学
が
彫
刻
の
教
育
的
役
割
を
解
除
し
、
形
態
の
純
粋
さ
、

す
な
わ
ち
用
途
や
主
題
や
物
語
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
造
形
の
探
究
が
認
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

自
由
に
動
き
回
る
裸
体
表
現
は
一
九
世
紀
末
に
は
珍
し
い
と
い
う
が
、
や

は
り
彼
に
と
っ
て
動
き
の
表
現
が
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
身
体
に
抽
象
的

な
様
相
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
東
洋
の
伝
統
舞
踊
に
魅
せ
ら
れ
、

ま
た
浮
世
絵
の
線
に
関
心
が
赴
く
。
こ
こ
に
ロ
ダ
ン
が
、
晩
年
に
惹
か
れ
た

花
子
の
身
体
表
現
へ
の
執
着
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
花
子
へ
の
関
心

も
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
人
の
動
き
へ
の
関
心
、
動
態
の
表
現
で

あ
っ
た
と
い
う
。
人
間
、
そ
の
生
命
の
表
現
が
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

生
命
の
表
現
、
す
な
わ
ち
造
形
性
自
体
、
面
・
光
・
動
き
・
形
態
、
そ
う
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し
た
抽
象
性
が
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
面
の
思
索
は
、
光
・
自
然
か
ら
、

創
造
の
抽
象
性
へ
と
、
日
本
の
芸
術
文
化
を
含
み
な
が
ら
、
芸
術
諸
ジ
ャ
ン

ル
を
絡
め
取
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

四　

時
代
の
潮
流
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

で
は
こ
う
し
た
創
造
性
は
、
芸
術
の
流
れ
と
し
て
、
ま
た
関
連
し
て
芸
術

諸
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
と
し
て
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
を
も
つ
の
だ
ろ

う
か
。
造
形
性
の
追
究
と
し
て
す
ぐ
に
時
代
の
新
し
い
芸
術
の
潮
流
と
し
て

の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
の
緊
密
な
関
係
を
思
わ
せ
る
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
に
お
い
て
は
ま
さ
に
面
や
線
の
造
形
性
が
問
題
で
あ
っ
た
。
面
や
線

の
表
現
力
、
光
・
自
然
の
光
の
解
釈
、
モ
ノ
自
体
と
い
う
よ
り
生
命
の
表
現

や
象
徴
性
等
が
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
ま
さ
し
く
ロ
ダ
ン
自
身
、
ベ
ル
ギ
ー
で
装
飾
や
建
築
に
接

し
て
充
実
さ
せ
た
思
索
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
記
念
像
と
共

に
、
無
名
の
人
も
同
様
の
制
作
対
象
と
し
た
。
人
間
の
生
命
の
動
き
そ
の
も

の
が
ロ
ダ
ン
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
手
」
の
み
の
作
品
も

あ
る
。
物
と
し
て
の
全
体
で
は
な
く
、
生
命
の
造
形
が
課
題
で
あ
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
。

面
、
動
態
、
光
、
こ
う
し
た
要
素
へ
の
注
目
と
実
践
は
、
い
わ
ゆ
る
主
題

や
対
象
が
問
題
で
は
な
く
マ
チ
エ
ー
ル
自
体
の
表
現
性
を
追
究
す
る
と
い
う

点
で
、
近
代
芸
術
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
橋
渡
し
に
よ
っ
て
、
現
代
芸
術
へ
向
か
う
道
筋
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
造
形
性
、
面
と
線
へ
の
意
識
は
、
時
代
と
文
化
の
流
れ

の
な
か
で
、
ロ
ダ
ン
が
、
装
飾
彫
刻
家
の
カ
リ
エ
・
ベ
ル
ー
ズ
の
許
へ
と

一
八
七
〇
年
か
ら
七
七
年
ま
で
滞
在
し
た
ベ
ル
ギ
ー
で
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
の
流
れ
に
接
し
、
装
飾
と
建
築
に
触
れ
た
こ
と
に
直
結
す
る
だ
ろ
う
。

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
、
装
飾
芸
術
に
お
い
て
、
生
命
の
表
現
、
自
然

の
表
象
、
曲
線
に
よ
る
表
現
、
そ
し
て
ト
ー
タ
ル
な
生
活
全
般
に
取
り
込
ま

れ
た
ス
タ
イ
ル
と
し
て
示
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
産
業
革
命
後
の
芸
術
家
た
ち

の
社
会
へ
の
反
発
に
よ
っ
て
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
で
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
運

動
と
し
て
現
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
個
性
と
交
流
を

も
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
ダ
ン
は
や
は
り
生
命
の
表
現
を
求
め
た
。
表
面
の
美
し
さ
に
と
ら
わ
れ

な
い
美
、
人
間
の
表
現
を
彼
は
追
究
し
た
。
作
品
は
し
ば
し
ば
理
想
化
を
示

さ
な
い
像
と
し
て
批
難
の
的
と
な
っ
た
が
、
彼
は
、
古
代
か
ら
の
表
現
手
段

で
も
っ
て
新
し
い
物
の
見
方
を
生
み
だ
し
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
の
印
象
派
と
共
に
、
青
年
時
代
の
七
年
間
に
ベ
ル
ギ
ー
で
出
会
っ
た
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
抽
象
化
へ
の
意
識
は
大
き
か
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
お
い
て
日
本
の
芸
術
、
そ
の
テ
ー
マ
と
技
法

か
ら
受
け
た
顕
著
な
影
響
力
も
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
在
り
方
が
、
時
代
の
美
術
の
全
体
的
動
向
と
結
び
つ
き
、
印
象

派
、
象
徴
派
、
ナ
ビ
派
と
共
に
、
東
洋
・
日
本
へ
の
関
心
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

印
象
派
モ
ネ
、
後
期
印
象
派
セ
ザ
ン
ヌ
、
ナ
ビ
派
象
徴
派
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と

の
交
流
も
そ
の
文
脈
で
指
摘
で
き
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
と
親

密
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た
マ
ラ
ル
メ
の
思
索
と
も
響
き
合
う
。
視
覚
芸
術
の

外
へ
も
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
共
鳴
は
、
同
時
に
日
本
へ
の
関
心
に
も
及
ん
だ

の
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
ゴ
ッ
ホ
へ
の
注
目
も
こ
の
点
で
見
逃
せ
な
か
っ
た
。

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
他
、
時
代
の
芸
術
文
化
の
全
体
的
流
れ
も
考
え
合
わ
す
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

立
体
の
彫
刻
家
が
平
面
と
動
態
に
注
目
す
る
、
そ
れ
は
彫
刻
自
体
を
探
究 36

37

38

39

40



29 ロダンの近代性―社会と芸術に関わる総合性と逆説性― 宗像 衣子

す
る
姿
勢
と
は
い
わ
ば
逆
説
的
で
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
同
時
に
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
総
合
芸
術
性
と
し
て
、
彫
刻
以
外
、
視

覚
芸
術
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
と
、
芸
術
の
思
想
と
し
て
融
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ロ
ダ
ン
に
対
す
る
交
流
や
共
感
と
し
て
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク

へ
の
批
判
に
抗
し
て
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
マ
ラ
ル
メ
ら
が
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
総
合
芸
術
性
の
只
中
に
ロ
ダ
ン

は
生
き
た
の
で
あ
っ
た
。

良
き
伝
統
、
ロ
マ
ン
主
義
の
中
で
感
性
と
思
想
を
育
み
、
写
実
を
極
め
て

写
実
を
越
え
、
同
時
代
の
思
想
と
感
性
・
生
命
感
を
人
間
像
の
象
徴
性
へ
と

昇
華
さ
せ
、
デ
ッ
サ
ン
に
、
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
に
、
断
片
に
、
未
完
成

に
と
伸
展
さ
せ
、
時
間
と
写
真
の
問
題
を
も
掲
げ
て
、
記
念
碑
や
記
念
碑
外
、

大
建
築
装
飾
や
そ
れ
以
外
の
制
作
を
手
掛
け
た
点
で
、
ま
さ
に
彼
は
彫
刻
界

に
一
時
期
を
画
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
形
態
、
面
と
肉
付
け
、
ム
ー
ヴ
マ

ン
の
思
想
を
確
立
さ
せ
た
近
代
彫
刻
家
ロ
ダ
ン
に
あ
っ
て
、
そ
の
現
代
芸
術

へ
の
流
れ
が
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
ひ
と
つ
の
要
と
し
て
、
社
会
や
文

化
の
動
向
の
な
か
で
、
国
境
を
越
え
た
地
域
的
拡
張
や
諸
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル

に
お
け
る
思
想
と
実
践
の
協
働
を
含
み
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。

Ⅲ　

問
題
の
集
約

以
上
、
社
会
性
と
そ
こ
に
見
ら
れ
る
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
、
自
然
観
に

認
め
ら
れ
た
日
本
の
文
化
と
芸
術
へ
の
関
心
、
自
然
観
に
由
来
す
る
造
形
性
、

関
連
し
た
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
相
関
性
、
そ
れ
ら
に
通
底
す
る
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
か
ら
現
代
性
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
と
日
本
へ
の
関
心
の
再
確

認
、
こ
う
し
た
要
点
か
ら
、
ロ
ダ
ン
の
価
値
づ
け
に
向
け
て
問
題
が
集
約
で

き
そ
う
で
あ
る
。

一　

近
代
性
の
在
り
方

一
九
世
紀
後
半
の
芸
術
世
界
は
、
確
か
に
社
会
と
の
密
接
な
繋
が
り
の
中

で
展
開
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
時
代
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
意
味

は
異
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
近
代
の
意
味
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
激
動
す
る
市
民

社
会
の
展
開
拡
充
の
方
向
の
な
か
で
、
現
実
の
社
会
と
緊
密
に
結
ば
れ
た
芸

術
の
在
り
方
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
彫
刻
の
世
界
で
そ
の
制
作
事
情
す
な
わ

ち
財
政
的
必
要
か
ら
特
に
際
立
っ
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
同
時
に
逆
説
的
に
、
社
会
や
現
実
の
た
め
に
で
は
な
く
芸
術
そ
れ
自
体

を
求
め
る
在
り
方
が
、
対
現
実
対
社
会
と
し
て
主
張
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
場
合
に
よ
り
混
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
典
型
的

な
例
と
し
て
こ
の
二
者
の
実
践
を
ロ
ダ
ン
に
鮮
明
に
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。ま

た
、
科
学
技
術
の
劇
的
な
進
展
の
な
か
、
機
械
文
明
や
資
本
主
義
に
翻

弄
さ
れ
る
世
界
で
、
西
洋
文
明
へ
の
反
省
意
識
か
ら
、
東
洋
へ
の
眼
差
し
、

原
始
社
会
へ
の
回
帰
、
日
本
文
化
や
日
本
芸
術
へ
の
関
心
に
導
か
れ
た
こ
と

は
、
ロ
ダ
ン
に
あ
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
自
然
へ
の
大
き
く
深
い
関
心
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
自
然
へ
の

新
た
な
敬
意
や
、
自
然
と
密
接
に
結
び
つ
く
芸
術
性
、
自
然
に
連
関
し
た
文

化
の
在
り
方
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
逆
説
的
在
り
方
と
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
こ
と
は
時
代
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
に
も
見
ら
れ

た
が
、
写
真
等
科
学
的
実
践
に
傾
倒
し
な
が
ら
、
自
然
へ
の
敬
虔
な
意
識
を

も
っ
て
い
た
ロ
ダ
ン
に
特
に
注
目
し
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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西
洋
近
代
は
、
社
会
と
芸
術
に
お
い
て
現
実
に
即
し
な
が
ら
芸
術
そ
の
も

の
を
求
め
、
同
時
に
非
西
洋
に
赴
く
と
い
う
ふ
う
に
、
い
わ
ば
逆
説
的
に
現

わ
れ
て
く
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

二　

創
造
性
の
方
向

そ
う
し
た
中
で
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
何
か
。
い
つ
の
時
代
に
も
芸
術
の

諸
ジ
ャ
ン
ル
は
交
流
し
た
。
作
家
た
ち
は
知
り
合
い
語
り
合
い
、
作
品
は
相

互
に
影
響
し
合
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
の
仕
方
が
問
題
だ
ろ
う
。
こ
の

時
期
は
と
り
わ
け
ど
う
だ
ろ
う
か
。
共
に
社
会
に
対
峙
し
、
共
に
芸
術
自
体

を
求
め
る
中
で
の
交
流
、
共
に
非
西
洋
に
関
心
を
向
け
た
芸
術
家
た
ち
の
流

れ
は
大
き
な
潮
流
を
成
し
、
時
代
を
動
か
す
芸
術
の
総
合
的
展
開
を
生
む
、

そ
し
て
本
質
的
な
芸
術
の
問
題
を
示
し
て
ゆ
く
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
多
様
な
繋
が
り
を
見
せ
な
が
ら
全
体
的
側
面
を
開
き
示
し
て
く
れ
る
。

彫
刻
が
、
ロ
ダ
ン
に
お
い
て
は
彼
自
身
、
造
形
性
へ
の
反
省
意
識
か
ら
絵

画
と
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
視
覚
芸
術
世
界
の
流
れ
全
般
と
結
び
つ
い
た
。
ま

た
彼
自
身
の
深
い
関
心
か
ら
、
文
学
に
重
な
り
、
音
楽
の
意
識
に
も
関
わ
っ

た
。
そ
れ
は
芸
術
の
根
底
の
思
想
と
し
て
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
現
実
に
対

す
る
見
方
、
表
現
の
仕
方
、
世
界
の
広
が
り
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の

重
要
性
が
見
ら
れ
た
と
思
う
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
な

か
で
自
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
の
本
質
を
見
る
と
い
う
、
い
わ
ば
逆
説
的
意
識
が
認

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
写
実
と
抽
象
、
具
体
と
抽
象
、
抒
情
と
抽
象
の
問
題
と

し
て
立
ち
現
わ
れ
、
そ
の
創
造
性
は
い
わ
ば
逆
説
的
在
り
方
に
関
わ
る
と
言

え
る
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
社
会
・
現
実
と
創
造
の
問
題
に
繋
が
り
、

写
実
の
粋
を
究
め
る
見
方
と
同
時
に
芸
術
自
体
を
求
め
る
動
向
に
結
ば
れ

る
、
そ
れ
は
芸
術
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
を
越
え
た
在
り
方
に
関
わ
る
ゆ
え
に

芸
術
の
連
動
・
協
同
・
融
合
に
差
し
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。
芸
術
自
体
を
求
め
、
そ
の
根
源
に
遡
り
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た

芸
術
の
中
枢
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
統
合
さ
れ
た
抒
情
と
抽
象
の

問
題
、
そ
の
逆
説
性
は
、
こ
の
意
味
で
芸
術
の
根
幹
の
問
題
と
言
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
と
い
う
芸
術
性
に
繋
が
り
、
個
々
と
全

体
を
共
に
照
ら
し
出
す
と
い
う
い
わ
ば
逆
説
的
在
り
方
を
内
に
含
ん
だ
の
で

あ
る
。

以
上
に
見
ら
れ
る
関
連
し
合
う
逆
説
性
は
、
い
わ
ば
芸
術
本
来
の
逆
説
性

と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
芸
術
の
深
化
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
逆
説
性
は
、
た
と
え
ば
東
洋
に
お
け
る
二
面
性
を
も
つ

芸
術
意
識
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
自
然
の
な
か
で
自
然
と
親
し
み
な

が
ら
、
一
体
化
し
た
感
覚
を
も
っ
て
自
然
の
本
質
が
表
現
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
写
実
で
あ
り
な
が
ら
端
的
な
象
徴
性
を
含
ま
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
時
代
の
社
会
の
流
れ
と
ま
た
連
動
し
た
こ
と
は
、
偶
然
と
も
必

然
と
も
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
現
代
に
繋
が
る
芸
術
意
識
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
意
味
で
本
質
的
に
現
代
芸
術
に
つ
な
が
る
も
の
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

結
び以

上
の
検
討
に
よ
り
、
ロ
ダ
ン
は
ま
さ
に
、
時
代
と
社
会
に
お
い
て
新
た

な
芸
術
性
の
創
出
を
示
し
た
点
で
近
代
彫
刻
の
創
始
者
と
言
え
る
。
創
始
者

と
し
て
、
近
代
性
を
促
進
し
、
現
代
性
を
生
み
だ
す
。
現
実
の
生
で
あ
る
社
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会
に
根
差
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
創
造
性
を
拓
い
た
。
そ
こ
に
、
創
造
性
そ

の
も
の
を
求
め
る
意
識
、
芸
術
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
共
鳴
の
意
識
が
具
現
さ
れ
、

東
洋
へ
の
志
向
が
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
根
底
に
は
芸
術
に
お

け
る
連
関
し
合
う
逆
説
的
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
芸
術
に
本
来
的

な
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
探
究
は
、
確
か
に
彼
自
身
の
彫
刻
の
世
界
で
は
、
ブ
ー
ル
デ
ル

を
導
き
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
を
生
み
だ
し
て
、
現
代
彫
刻
へ
の
流
れ
を
作
っ
た
。

ブ
ー
ル
デ
ル
が
得
た
も
の
、マ
イ
ヨ
ー
ル
が
得
た
も
の
、遡
っ
て
ギ
リ
シ
ア
か

ら
そ
し
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
か
ら
先
へ
と
受
け
継
い
だ
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
よ
り
意
味
深
い
ロ
ダ
ン
の
価
値
と
し
て
、
特
に
彫
刻
独
自
の
経

済
的
事
情
か
ら
、
社
会
や
諸
芸
術
と
密
接
に
関
わ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
た
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
近
代
彫
刻
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
さ
ら
に
近
代
造
形
芸
術

の
範
囲
も
越
え
、
諸
芸
術
全
般
と
呼
応
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
芸
術
意
識
の
点

で
、
東
洋
へ
の
ま
な
ざ
し
の
点
で
、
絵
画
や
文
学
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
こ
と

は
、
芸
術
全
般
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

ロ
ダ
ン
の
位
置
を
確
か
め
、
価
値
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
歴
史

を
継
ぎ
、
芸
術
の
ひ
と
つ
の
新
た
な
要
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
そ
こ
で
見
出

さ
れ
た
逆
説
的
意
識
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
可
能

性
は
、
そ
の
芸
術
の
可
能
性
と
限
界
に
連
動
す
る
よ
う
に
、
彼
自
身
の
な
か

で
、
可
能
性
と
限
界
、
す
な
わ
ち
ま
さ
に
逆
説
性
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。

ロ
ダ
ン
は
近
代
彫
刻
の
創
始
者
、
近
代
芸
術
の
推
進
者
と
し
て
貴
重
な
価

値
を
も
つ
と
言
え
る
。
そ
の
位
置
は
、
時
代
と
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
の
突
き
合

わ
せ
の
な
か
で
確
認
で
き
、
東
洋
へ
の
ま
な
ざ
し
に
結
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は

逆
に
時
代
と
他
の
ジ
ャ
ン
ル
そ
し
て
西
洋
世
界
そ
の
も
の
を
描
き
だ
す
の
で

あ
っ
た
。
彫
刻
は
彫
刻
で
独
自
の
困
難
を
も
ち
な
が
ら
、
大
き
な
可
能
性
を

開
い
た
。
偉
大
な
芸
術
家
が
重
要
性
を
体
現
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
。
こ

う
し
た
視
点
か
ら
、
彫
刻
独
自
の
在
り
方
の
価
値
を
吟
味
す
る
と
共
に
、
ロ

ダ
ン
の
真
価
を
ひ
と
つ
の
側
面
か
ら
考
究
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
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（1967

）、シ
ャ
ン
ピ
ニ
ュ
ル
『
ロ
ダ
ン
の
生
涯
』
参
照
。
そ
の
他
、

『
生
誕
一
五
〇
年　

ロ
ダ
ン
展
』、
フ
ラ
ン
ス
国
立
ロ
ダ
ン
美
術
館
『
ロ

ダ
ン
事
典
』
三
九
六
―
四
〇
九
頁
、
富
永
惣
一
「
考
え
る
人　

ロ
ダ
ン
」

『
世
界
の
人
間
像
一
八
』
三
―
五
四
頁
参
照
。
富
永
は
上
記
の
文
献
を

踏
ま
え
、
特
に
グ
ゼ
ル
の
上
掲
書
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

9　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ル
ク
ロ
ー
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
―
挫
折
と
栄

光
」『
ロ
ダ
ン
事
典
』
一
四
六
頁
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ラ
ン
・
ヘ
イ

ル
「
高
ま
る
制
作
意
欲
」『
巨
匠
の
世
界　

ロ
ダ
ン
』
六
五
―
八
四
頁

参
照
。

10　

高
階
秀
爾
監
修
『
オ
ル
セ
ー
美
術
館
五　

世
紀
末
・
生
命
の
輝
き
』、

小
倉
孝
誠
「
ロ
ダ
ン
と
そ
の
時
代
」『
ロ
ダ
ン
事
典
』
一
〇
―
三
六
頁
、

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ル
ク
ロ
ー
同
書
一
二
九
頁
、
一
四
六
頁
、
ア

ル
バ
ー
ト
・
エ
ル
セ
ン
「
ロ
ダ
ン
の
近
代
性
」『
ロ
ダ
ン
館
』
四
〇
―

五
三
頁
（
原
文
共
）
参
照
。

11　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ル
ク
ロ
ー
前
掲
書
一
四
六
―
一
六
六
頁
、

エ
レ
ー
ヌ
・
ピ
ネ
「
提
示
す
る
こ
と
は
死
活
の
問
題
で
あ
る
」（
原
文
共
）

『
ロ
ダ
ン
館
』
五
四
―
六
七
頁
参
照
。

12　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・ 

デ
ル
ク
ロ
ー
前
掲
書
一
四
八
、一
五
〇
頁
、
高

階
秀
爾
監
修
『
オ
ル
セ
ー
美
術
館
五　

世
紀
末
・
生
命
の
輝
き
』、

一
一
三
―
一
二
四
頁
参
照
。

13　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ル
ク
ロ
ー
前
掲
書
一
五
八
頁
参
照
。
群
像
、

台
座
に
つ
い
て
、
永
草
次
郎
「
ロ
ダ
ン
《
カ
レ
ー
の
市
民
》
考
」『
ロ

ダ
ン
館
』
九
八
―
一
〇
一
頁
参
照
。

14　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ル
ク
ロ
ー
前
掲
書
一
五
八
―
一
五
九
頁
参

照
。

15　

高
村
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
抄
』
二
三
、三
五
、三
六
、六
七
頁
等
、
自
然

と
の
関
係
、
日
本
と
の
関
係
に
詳
し
い
。
富
永
惣
一
「
考
え
る
人　

ロ

ダ
ン
」
前
掲
書
四
九
―
五
〇
頁
の
指
摘
も
有
益
で
あ
る
。

16　

高
村
前
掲
書
一
二
三
、一
三
九
頁
等
。

17　

同
所
「
自
然
と
芸
術
」（
一
一
五
―
一
二
一
頁
）
の
項
目
の
総
括
は

貴
重
で
あ
る
。

18　

後
述
の
マ
ラ
ル
メ
や
ゴ
ッ
ホ
の
思
想
と
の
呼
応
が
興
味
深
い
。

19　

高
村
前
掲
書
一
〇
、一
六
頁
。
高
村
「
ロ
ダ
ン
」『
高
村
光
太
郎
・
宮

沢
賢
治
集
』
に
お
い
て
も
自
然
に
つ
い
て
、
九
九
―
一
〇
一
頁
に
詳
細

な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

20　

高
村
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
抄
』
一
八
七
―
一
九
〇
頁
（
ロ
ー
ト
ン
筆
談
）。

こ
の
表
現
に
も
ゴ
ッ
ホ
が
想
起
さ
れ
る
。
注
40
参
照
。

21　

高
村
前
掲
書
二
二
三
、二
三
七
―
二
三
八
頁
（
グ
ゼ
ル
筆
談
）。

22　

同
所
三
八
四
―
七
頁
（
カ
ミ
ー
ユ
・
モ
―
ク
レ
ー
ル
筆
談
）。（
こ
の

観
点
は
後
述
の
マ
ラ
ル
メ
の
思
索
を
想
起
さ
せ
る
。）

23　

同
所
三
八
五
―
三
八
八
頁
。
特
に
前
出
の
自
然
・
微
細
と
の
関
係
に

つ
い
て
同
書
一
八
九
頁
（
ロ
ー
ト
ン
筆
談
）、
宗
教
と
の
繋
が
り
に
つ
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い
て
二
二
二
頁
（
グ
ゼ
ル
筆
談
）
参
照
。
時
代
の
芸
術
性
と
し
て
後
述
。

24　

リ
ル
ケ
前
掲
書
一
七
―
一
八
頁
、
二
四
―
二
六
頁
他
。
高
村
『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
抄
』
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
四
頁
（
ロ
ー
ト

ン
筆
録
）
参
照
。

25　

リ
ル
ケ
前
掲
書
三
三
頁
。
ち
な
み
に
リ
ル
ケ
は
、
印
象
派
が
注
目
し

た
北
斎
に
対
し
て
感
銘
の
意
を
表
し
て
い
る
。
リ
ル
ケ
に
お
け
る
北
斎

の
描
写
及
び
簡
略
的
な
俳
句
へ
の
関
心
、
な
い
し
「
パ
リ
で
、
ロ
ダ
ン

か
ら
物
を
見
る
目
を
学
ん
だ
」
こ
と
に
つ
い
て
、
拙
著
『
こ
と
ば
と
イ

マ
ー
ジ
ュ
の
交
歓
―
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
詩
情
―
』
第
四
部
第
一
章
、

二
二
三
―
二
二
四
頁
で
言
及
し
た
。

26　

グ
ゼ
ル
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』
八
八
―
八
九
頁
。

27　

リ
ル
ケ
前
掲
書
三
三
、四
七
頁
に
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
悪
の
華
』
の

素
描
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

28　

マ
ラ
ル
メ
に
お
け
る
自
然
と
の
関
係
、
線
の
思
索
、
事
物
の
関
係
性

に
つ
い
て
、
拙
著
『
マ
ラ
ル
メ
の
詩
学
』
第
一
部
第
一
章
、
第
二
章
、

第
四
章
等
参
照
。
ま
た
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
ロ
ダ
ン
と
の
昼
食
の
席
で
の

思
い
出
話
と
し
て
、
ロ
ダ
ン
が
友
人
マ
ラ
ル
メ
を
「
野
の
花
の
前
で
感

嘆
す
る
こ
と
ば
の
詩
人
」
と
し
て
想
起
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
同

書
第
三
部
第
一
章
一
六
四
頁
。
拙
稿
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
文
学
的
価
値
―

『
漢
字
考
』
と
能
楽
論
の
芸
術
的
文
化
史
的
位
置
づ
け
―
」『
ロ
ー
タ
ス
』

三
四
号
（
フ
ェ
ノ
ロ
サ
学
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
発
行
予
定
）
に
お
い

て
同
類
の
自
然
観
の
考
察
が
あ
る
。

29　

次
項
目
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
問
題
に
繋
が
る
。

30　

高
安
国
世
に
よ
る
リ
ル
ケ
前
掲
書
の
訳
者
後
記
一
六
二
頁
の
指
摘
に

よ
る
。

31　

リ
ル
ケ
前
掲
書
九
二
頁
。

32　

K
enneth C

lark, The Rom
antic Revellion. Rom

antic versus C
lassic 

Art, pp.331-359

、
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
「
ロ
ダ
ン
」『
ロ
マ
ン
主
義
の

反
逆
』
三
八
〇
―
三
八
四
頁
参
照
。
生
命
の
軌
跡
と
し
て
の
運
動
に
つ

い
て
、「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
」『
現
代
世
界
美
術
全
集
』
八
四
―

八
五
頁
参
照
。

33　

リ
ル
ケ
前
掲
書
九
四
―
九
六
頁
。

34　

ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ル
・
ノ
ル
マ

ン
＝
ロ
マ
ン
「
形
態
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」『
ロ
ダ
ン
事
典
』
二
二
四

―
二
二
八
、
下
山
肇
「《
地
獄
の
門
》
考
―
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
と

ト
ル
ソ
に
よ
る
制
作
手
法
―
」『
ロ
ダ
ン
館
』
六
八
―
九
七
頁
、
デ
ッ

サ
ン
に
つ
い
て
ク
ロ
ー
デ
ィ
・
ジ
ュ
ド
ラ
ン
「
デ
ッ
サ
ン
ー
ダ
ン
テ
か

ら
裸
婦
へ
」『
ロ
ダ
ン
事
典
』二
五
八
―
二
五
九
頁
参
照
。
池
上
忠
治「
素

描
家
ロ
ダ
ン
」『
随
想
フ
ラ
ン
ス
美
術
』
一
二
四
―
一
四
〇
頁
で
、
簡

略
的
表
現
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
吉
崎
元
章
「
ロ
ダ
ン

の
素
描
―
晩
年
の
女
性
表
現　

平
面
上
で
の
彫
刻
―
」『
生
誕
一
五
〇

年　

ロ
ダ
ン
展
』
一
六
六
―
一
六
八
頁
、K

enneth C
lark, The 

Rom
antic Revellion. Rom

antic versus C
lassic Art, pp. 340-342

、
ケ

ネ
ス
・ 

ク
ラ
ー
ク
「
ロ
ダ
ン
」『
ロ
マ
ン
主
義
の
反
逆
』
三
八
九
―

三
九
〇
頁
参
照
。

35　

抽
象
性
・
象
徴
性
・
断
片
に
つ
い
て
、
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
ル
・
ノ

ル
マ
ン
＝
ロ
マ
ン
前
掲
書
二
三
二
―
二
三
七
頁
、
動
態
、
東
洋
性
に
つ

い
て
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
・
ジ
ュ
ド
ラ
ン
同
書
二
六
二
―
二
七
一
頁
、
エ
レ
ー

ヌ
・
マ
ロ
「
肖
像
と
寓
意
」
同
書
一
六
一
―
一
八
四
頁
参
照
。
ま
た
こ

れ
は
、
マ
ラ
ル
メ
に
お
け
る
同
質
の
象
徴
性
の
思
考
を
も
思
わ
せ
る
。
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前
掲
拙
著
『
マ
ラ
ル
メ
の
詩
学
』
第
一
部
第
一
章
等
参
照
。

36　

高
階
秀
爾
監
修
「
ロ
ダ
ン
、
彫
刻
の
栄
光
」『
オ
ル
セ
ー
美
術
館
五

　

世
紀
末
・
生
命
の
輝
き
』
一
一
三
―
一
二
一
頁
参
照
。

37　

日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
源
流
」
同
書

九
―
一
九
参
照
。

38　

同
書
に
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
お
け
る
ロ
ダ
ン
の
位
置
が
探
究

さ
れ
て
い
る（
一
一
三
―
一
二
三
頁
等
参
照
）。
高
橋
幸
次「《
考
え
る
人
》

は
ど
れ
が
本
物
か
？
」
同
書
一
二
四
―
一
三
一
頁
参
照
。

39　

マ
ラ
ル
メ
の
思
索
（
た
と
え
ば
「
自
然
は
存
在
し
、
我
々
は
そ
こ
に

何
も
付
け
加
え
な
い
。
関
係
を
発
見
す
る
の
み
」
と
い
っ
た
思
考
）、
な

い
し
抽
象
的
創
造
性
に
つ
い
て
、
前
掲
拙
著
『
マ
ラ
ル
メ
の
詩
学
』
第

一
部
第
二
章
一
六
―
一
九
頁
参
照
。
何
も
の
も
人
間
が
生
み
出
す
も
の

は
な
い
と
の
既
述
の
ロ
ダ
ン
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
同
時
代
の
象
徴
派
詩

人
マ
ラ
ル
メ
が
自
然
・
世
界
・
現
実
に
対
す
る
人
間
の
創
造
の
問
題
と

し
て
語
っ
た
表
現
を
思
わ
せ
、
極
め
て
印
象
的
で
あ
る
。

40　

ゴ
ッ
ホ
に
お
け
る
自
然
観
に
つ
い
て
、
酷
似
し
た
表
現
な
い
し
思
想

が
、
前
掲
拙
著
『
こ
と
ば
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
交
歓
―
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

の
詩
情
―
』
第
三
部
第
一
章
「
ビ
ュ
ト
ー
ル
と
ゴ
ッ
ホ
」
一
六
九
―

一
七
〇
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま
た
ゴ
ッ
ホ
と
の
呼
応
す

る
感
覚
も
、
ロ
ダ
ン
館
に
ゴ
ッ
ホ
の
「
タ
ン
ギ
ー
爺
さ
ん
」
を
所
蔵
さ

れ
て
い
た
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
看
過
し
が
た
い
。

41　

高
橋
幸
次
「
工
房
の
芸
術
―
師
と
弟
子
の
《
独
創
性
》」『
オ
ル
セ
ー

美
術
館
五　

世
紀
末
・
生
命
の
輝
き
』
一
三
六
頁
他
参
照
。

42　

高
橋
幸
次
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
と
、
ロ
ダ
ン
登
場
」
前
掲

書
一
六
一
―
一
六
三
頁
参
照
。
写
真
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
エ
レ
ー
ヌ
・

ピ
ネ
「
提
示
す
る
こ
と
は
死
活
の
問
題
で
あ
る
」『
ロ
ダ
ン
館
』
五
四

―
六
七
頁
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。K

enneth C
lark, C

ivilisation A 

Personal View
, B

ritish B
road casting C

orporation and John M
urray, 

1969, pp.293-320

（“The Fallacies of H
ope ”

）、
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク

『
芸
術
と
文
明
』
二
八
七
―
三
一
六
頁
参
照
。

43　

グ
ゼ
ル
『
ロ
ダ
ン
の
言
葉
』
二
二
一
頁
に
時
代
に
お
け
る
諸
ジ
ャ
ン

ル
の
近
さ
の
指
摘
が
あ
る
。

44　

ロ
ダ
ン
の
近
代
性
現
代
性
に
つ
い
て
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
エ
ル
セ
ン
「
ロ

ダ
ン
の
近
代
性
」（
原
文
共
）『
ロ
ダ
ン
館
』、
四
〇
―
五
三
頁
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。K

enneth C
lark, The Rom

antic Revellion. Rom
antic 

versus C
lassic Art, pp.345-360

、
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
「
ロ
ダ
ン
」『
ロ

マ
ン
主
義
の
反
逆
』
三
九
七
―
四
〇
九
頁
参
照
。

45　

ブ
ー
ル
デ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
、A

ntoine B
ourdelle, La 

Sculpture et Rodin

、
ブ
ー
ル
デ
ル
『
ロ
ダ
ン
』、『
現
代
世
界
美
術
全
集
』

八
七
―
九
四
頁
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
書
九
五
―

九
九
頁
参
照
。

46　

前
掲
書
『
現
代
世
界
美
術
全
集
』
九
五
―
九
九
頁
参
照
。K

enneth 

C
lark., The Rom

antic Revellion, pp.345-360

、
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク

前
掲
「
ロ
ダ
ン
」
参
照
。

47　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ラ
ン
・
ヘ
イ
ル
「
平
和
の
攪
乱
者
」『
巨
匠
の

世
界　

ロ
ダ
ン
』
七
―
三
六
頁
、「
未
来
へ
の
贈
り
物
」
同
書
一
六
五

―
一
八
五
頁
。

48　

彫
刻
独
自
の
困
難
さ
に
つ
い
て
、
日
本
の
場
合
は
戦
乱
を
通
じ
て
松

方
幸
次
郎
の
尽
力
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
大

屋
美
那
「
松
方
幸
次
郎
が
収
集
し
た
ロ
ダ
ン
彫
刻
」『
ロ
ダ
ン
事
典
』
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三
二
二
―
三
四
〇
頁
、「
ロ
ダ
ン
と
日
本
」『
現
代
世
界
美
術
全
集
』

三
二
二
―
三
四
五
、Rodin et l ’Extrêm

e-O
rient, M

usée R
odin

参
照
。
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The Modernity of Auguste Rodin: 

His Comprehensive and Paradoxical Relations with Society and Art

MUNAKATA Kinuko

Faculty of Letters, Kobe Shoin Women’s University

Abstract

　近代彫刻の祖と呼ばれるロダンの創造的価値の探究として、彼がどのように社会と結びつ
き、そこから新たな創造性を生みだしたかを検討する。ロダンは 19世紀激動のヨーロッパ
において、近代社会に根差しながら、彫刻の革新を企図し、芸術の可能性を模索した。それは、
同時代の印象派や象徴派等の文学や絵画や音楽と繋がり、時代のアール・ヌーヴォーの芸術
思潮と関わり、東洋の文化を取り込みながら実現した。
　芸術諸ジャンルの相互関連、芸術家たちとの親交、国々の交流を通してロダンは革新的な
自然観及びそれに基づく造形性を追究したが、その過程で日本の文化に出会う。日本からど
のような伝統芸術の価値を得たのか、また日本の芸術家たちにどのような新たな写実的創造
性を示したのかを吟味する。
　こうした考察によって、芸術諸ジャンル及び社会における相関的在り方と芸術創造におけ
る一種の逆説性を示し、ロダンの価値の一端と芸術そのものの本質的問題を確認する。それ
によってロダンの近代性ひいては現代性が明らかにされる。

   In this paper we investigate the value of the creativity of Auguste Rodin, father of modern sculpture. 

We research how he related to the society of his times and how he created an innovative form. Rooted in 

the turbulent society of 19th century Europe, he attempted a revolution of sculpture and groped towards 

the possibility of Art. He achieved his aim by linking with the contemporary literature, painting and 

music of Impressionism and Symbolism, by interacting with the contemporary spirit of Art Nouveau, 

and by incorporating aspects of oriental culture.

   Through international exchanges, interactions among various artistic genres, and friendships with 

other artists, Rodin pursued a reformist view of Nature. In the process, he encountered Japanese Culture. 

We examine what important artistic value he obtained through contact with traditional Japanese art, and 

what novel kinds of realist creativity he was able to bring to Japanese artists.

   In carrying out this study, we demonstrate the diverse interrelations between artistic genres and 

society, uncover a kind of paradox in Rodin’s creativity, and recognize his unique worth as well as the 

essential problem of Art. In this way, we make clear both Rodin’s modernity and his continuing 

relevance to the present.

キーワード：象徴主義、総合芸術、アール・ヌーヴォー、自然、日本文化
Key Words: Symbolism, Comprehensive Art, Art Nouveau, Nature, Japanese Culture
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